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本講究録は, 2003 年 12 月 15 日 \sim 18 田こ, 京都大学数理解析研究所で開催された研
究集会 $\lceil \mathrm{C}\mathrm{o}\mathrm{m}\mathrm{p}\mathrm{u}\mathrm{t}\mathrm{e}\mathrm{r}$ Algebra-Design of Algorithms, Implementations and $\mathrm{A}\mathrm{p}\mathrm{p}\mathrm{l}\mathrm{i}\mathrm{c}\mathrm{a}\mathrm{t}\mathrm{i}\mathrm{o}\mathrm{n}\mathrm{s}\rfloor$

(CA-ALIAS’03) の報告集である. 本研究集会では, 41 件の講演があった. 参加者も 70 名
強を数え, 活発な質疑応答が行われ盛況てあった. 特に, 若手の研究者, 学生による意欲的
な発表も多く, この分野とって喜ばしいことと感じる. 研究集会のタイトルが示すように,
講演内容は, アルゴリズムから実装, 応用の多方面に渡っている. 特に, 応用に関する発表
が増えていることは, アルゴリズム, 実装技術の進歩, および計算機自体の能力の進歩によ
る, Computer Algebra の適用範囲の急速な拡大を示していると考えられる.
発表件数が多かったため, 講究録における一人あたりの割り当てページ数が少くなり,

何人かの方にご無理をお願いしてページ数を圧縮して頂いた. この場をお借りしてお礼を
申し述べたい. また, 主として編集者の不慣れにより本講究録の刊行が遅れたことをお詫
び申し上ける. 編集に際し, 日本数式処理学会により提供されたスタイルファイルにより,
効率よい作業ができた. ここに感謝の意を表したい.
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14. PC-PRS 算法による多変数近似 GCD 計算 ————————————————–91
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福岡教育大 藤本 光史 (�mffii Fujimoto)

21 $\mathrm{t}$

$\ovalbox{\tt\small REJECT}$の新サーバ, 新プロトコル 138
OprlXM 開発グループ 岩根 秀直田画$\mathrm{n}\mathrm{a}\mathrm{o}$ Iwane)

” 小原 功任 (K自 uyo^imara)
” 野呂 正行 (Maswuh. NOIO)

” 高山 信般 (Nob泳$\mathrm{i}$ TE森 ayma)

22. スクリプト言語による計算数論システムの開発 –\sim -\sim \sim --144

都立大・理学 松井 鉄史 (Tetsushi Matsui)

23. 実射影平面上 8直線アレンジメントの観測による幾何学的性質 150
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